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May 6, 2012 Tornado in Tsukuba City, Ibaraki Prefecture, Japan 
 

 

概 要 

2012 年 5 月 6日 12 時 35 分頃に茨城県常総市で発生した竜巻（フジタスケール F3）によって、茨城

県常総市とつくば市で建築物等の被害が生じた。国土交通省国土技術政策総合研究所と独立行政法人

建築研究所は、つくば市の建築物等の被害状況を把握する目的で、竜巻被害発生直後から現地調査を

行ってきた。この報告は被害調査の最終報告として、現地調査等の内容を纏めたもので、発生時の気

象状況、被害統計、被災建築物の分布、被害の分類、被害発生メカニズムに関する議論、建築物の被

害からの推定された風速、日本の過去の竜巻被害事例との比較等で構成されている。 
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Summary 

The damage to buildings occurred in Joso city and Tsukuba city, Ibaraki prefecture, induced by a F3 tornado 

generated in Joso city at about 12:35 on May 6, 2012. NILIM and BRI carried out field surveys just after the 

outbreak in order to grasp the degree of damage to the buildings in Tsukuba city. This report compiled the 

contents of the field surveys as a final report and contains the meteorological condition at the outbreak, damage 

statistics, distribution of damaged buildings, classification of damaged buildings, discussion on mechanism for 

the occurrence of damage, estimated wind velocity from damage of buildings and comparison with the past 

tornado damage examples in Japan. 
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は し が き 

 

 平成 24 年 5 月 6 日 12 時 35 分頃に茨城県常総市で発生した竜巻により、茨城県つくば市の北条地区、大砂地

区及び筑波北部工業団地を中心に建築物等の被害が発生しました。気象庁の発表によると、この突風をもたらし

た現象は竜巻であると認められ、被害の範囲は茨城県常総市からつくば市にかけて長さ約17km、最大幅約500mで、

被害の状況から藤田スケール F3 と推定されています。また、これ以外に茨城県筑西市（同日 12:30 頃）と栃木県

真岡市（同日 12:40 頃）でもほぼ同時に竜巻が発生し、それぞれ藤田スケール F1・長さ約 21km・最大幅約 600m、

藤田スケール F1～2・長さ約 32km・最大幅約 650m の被害が発生しています。 

 つくば市の発表によると、つくば市では人的被害（死者 1名・負傷者 37 名）、住家被害（全壊 89 棟・大規模半

壊 35 棟・半壊 143 棟・一部損壊 384 棟）、公共施設（北条小学校・筑波幼稚園・北条保育園・市営住宅・地区集

会施設等）被害、農業被害（施設（倉庫・パイプハウス等）被害、農作物被害、機器類被害、森林立木被害、農

地への飛散物の散乱、降雹被害も含む）、電柱の折損等による停電（発災直後約 21,000 世帯）が発生しました。

これらの被害のほか、北部工業団地では研究施設や工場等が被災しました。 

 国土交通省国土技術政策総合研究所と独立行政法人建築研究所では、竜巻の発生当日から、つくば市内での建

築物の被害状況を把握するため現地調査を実施しました。本報告は現地調査の内容を最終報告としてまとめたも

のであり、被害発生時の気象状況、被害統計、建築物等の被害分布、建築物等の被害形態、被害発生メカニズム、

被害発生時の風速推定、過去の被害事例との比較等で構成されています。 

 最後に、今回の竜巻で亡くなられた方及びそのご遺族に対し哀悼の意を表するとともに、災害で被害に遭われ

た皆様にお見舞い申し上げます。また、現地調査にあたって、調査にご協力いただいた方々、資料等をご提供い

ただいた方々に厚く御礼申し上げます。 
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